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第１問                           解答解説のページへ 

[1] 三角関数の値の大小関係について考えよう。 
(1) 6x π のとき sin x  ア sin2x であり, 2

3x π のとき sin x  イ sin2x であ

る。 
 ア ,  イ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい） 

○0  ＜         ○1           ○2  ＞ 

(2) sin x と sin2x の値の大小関係を詳しく調べよう。 
sin2 sin sinx x x   ウ cosx   エ   

であるから, sin2 sin 0x x  が成り立つことは 
｢ sin 0x   かつ  ウ cosx   エ 0 ｣………① 

または 
｢ sin 0x   かつ  ウ cosx   エ 0 ｣………② 

が成り立つことと同値である。0 2x π≦ ≦ のとき, ①が成り立つような x の値の範

囲は , 0 x π  であり , ②が成り立つような x の値の範囲は , 

xπ π  である。よって, 0 2x π≦ ≦ のとき, sin2 sinx x が成り立つ

ような x の値の範囲は, 0 x π  , xπ π  である。 

(3) sin3x と sin4x の値の大小関係を調べよう。 
三角関数の加法定理を用いると, 等式 

sin( ) sin( ) 2cos sinα β α β α β    ………③ 
が得られる。 4xα β  , 3xα β  を満たすα , β に対して③を用いることによ

り, sin4 sin3 0x x  が成り立つことは 
｢ cos  ク 0  かつ sin  ケ 0 ｣………④ 

または 
｢ cos  ク 0  かつ sin  ケ 0 ｣………⑤ 

が成り立つことと同値であることがわかる。 
0 x π≦ ≦ のとき, ④, ⑤により, sin4 sin3x x が成り立つような x の値の範囲

は, 0 x π  , xπ π  である。 
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 ク ,  ケ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい） 

○0  0       ○1  x       ○2  2x      ○3  3x 

○4  4x      ○5  5x       ○6  6x      ○7  2
x  

○8  3
2 x      ○9  5

2 x       ○a  7
2 x      ○b  9

2 x  

(4) (2), (3)の考察から, 0 x π≦ ≦ のとき, sin3 sin4 sin2x x x  が成り立つような

x の値の範囲は, xπ π  , xπ π  であるこ

とがわかる。 
 
[2] (1) 0a  , 1a  , 0b のとき, loga b x とおくと,  ツ が成り立つ。 

 ツ の解答群 

○0  ax b              ○1  bx a  

○2  xa b              ○3  xb a  

○4  ba x              ○5  ab x  

(2) 様々な対数の値が有理数か無理数かについて考えよう。 

(i)  5log 25   テ , 9log 27  であり, どちらも有理数である。 

(ii) 2log 3が有理数と無理数のどちらであるかを考えよう。 

2log 3が有理数であると仮定すると, 2log 3 0 であるので, 2 つの自然数 p, q を

用いて 2log 3 p
q と表すことができる。このとき, (1)より 2log 3 p

q は ニ と変

形できる。いま, 2 は偶数であり 3 は奇数であるので,  ニ を満たす自然数 p, q

は存在しない。 
したがって, 2log 3は無理数であることがわかる。 

(iii) a, b を 2 以上の自然数とするとき, (ii)と同様に考えると, ｢ ヌ ならば loga bは

つねに無理数である｣ことがわかる。 
 ニ の解答群 

○0  2 23p q       ○1  2 3q p       ○2  2 3q p  

○3  3 32p q       ○4  2 3p q       ○5  2 3p q  
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 ヌ の解答群 

○0  a が偶数 

○1  b が偶数 

○2  a が奇数 

○3  b が奇数 

○4  a と b がともに偶数, または a と b がともに奇数 

○5  a と b のいずれか一方が偶数で, もう一方が奇数 
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第２問                           解答解説のページへ 

[1] (1) k を正の定数とし, 次の 3 次関数を考える。 2( ) ( )x x k x f  
( )y x f のグラフと x 軸との共有点の座標は (0, 0 )と  ア , 0 である。 

( )xf の導関数 ( )xf は, ( )x f  イウ 2x   エ kx である。 
x   オ のとき, ( )xf は極小値  カ をとる。 x   キ のとき, ( )xf は

極大値 ク をとる。 
また, 0 x k  の範囲において, x   キ のとき ( )xf は最大となることがわ

かる。 
 ア ,  オ ～ ク の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい） 

○0  0       ○1  1
3 k       ○2  1

2 k      ○3  2
3 k  

○4  k       ○5  3
2 k       ○6  24k      ○7  21

8 k  

○8  32
27 k      ○9  34

27 k      ○a  34
9 k      ○b  34k  

(2) 右の図のように底面が半径 9 の円で高さが 15 の円錐

に内接する円柱を考える。円柱の底面の半径と体積を

それぞれ x, V とする。V を x の式で表すと 

2V xπ  サ x  (0 9)x   

である。(1)の考察より, x   シ のとき V は最大と

なることがわかる。V の最大値はスセソπ である。 

 

[2] (1) 定積分  
30

0
1 35 x dx の値はタチツである。 

また, 関数 21 1 5100 6x x  の不定積分は 

 2 3 21 1 1 15100 6x x dx x x      ネ x C  

である。ただし, C は積分定数とする。 
(2) ある地域では, 毎年 3 月頃｢ソメイヨシノ (桜の種類) の開花予想日｣が話題になる。

太郎さんと花子さんは, 開花日時を予想する方法の 1 つに, 2 月に入ってからの気温

を時間の関数とみて, その関数を積分した値をもとにする方法があることを知った。

ソメイヨシノの開花日時を予想するために, 二人は図 1 の 6 時間ごとの気温の折れ

線グラフを見ながら, 次のように考えることにした。 
 

 ケ  

 コ  

テトナ  ニヌ  
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図 1 6 時間ごとの気温の折れ線グラフ 

x の値の範囲を 0 以上の実数全体として, 2 月 1 日午前 0 時から 24x 時間経った

時点を x 日後とする (例えば, 10.3 日後は 2 月 11 日午前 7 時 12 分を表す)。また, x
日後の気温を Cy とする。このとき, y は x の関数であり, これを ( )y x f とおく。

ただし, y は負にはならないものとする。 
気温を表す関数 ( )xf を用いて二人はソメイヨシノの開花日時を次の設定で考え

ることにした。 
 
正の実数 t に対して, ( )xf を 0 から t まで積分した値を ( )S t とする。すなわ

ち, 
0

( ) ( )
t

S t x dx  f とする。この ( )S t が 400 に到達したとき, ソメイヨシ

ノが開花する。 
 

設定のもと, 太郎さんは気温を表す関数 ( )y x f のグラフを図 2 のように直線と

みなしてソメイヨシノの開花日時を考えることにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 図 1 のグラフと, 太郎さんが直線とみなした ( )y x f のグラフ 

(i)  太郎さんは, 1( ) 35x x f ( 0 )x ≧ として考えた。このとき, ソメイヨシノの開

花日時は 2 月に入ってから ノ となる。 

 

設定 



2023 共通テスト 数学Ⅱ・数学 B  問題 

 －6－ 

 ノ の解答群 

○0  30 日後       ○1  35 日後       ○2  40 日後 

○3  45 日後       ○4  50 日後       ○5  55 日後 

○6  60 日後       ○7  65 日後 

(ii) 太郎さんと花子さんは, 2 月に入ってから 30 日後以降の気温について話をしてい

る。 
太郎：1 次関数を用いてソメイヨシノの開花日時を求めてみたよ。 
花子：気温の上がり方から考えて, 2 月に入ってから 30 日後以降の気温を表す関

数が 2 次関数の場合も考えてみようか。 
花子さんは気温を表す関数 ( )xf を, 0 30x≦ ≦ のときは太郎さんと同じように

1( ) 35x x f ……①とし, 30x ≧ のときは 21 1( ) 5100 6x x x  f ……②として

考えた。なお, 30x  のとき①の右辺の値と②の右辺の値は一致する。花子さんの

考えた式を用いて, ソメイヨシノの開花日時を考えよう。(1)より,  

 
30

0
1 35 x dx  タチツであり,  

40
2

30
1 1 5 115100 6x x dx   となることが

わかる。 
また, 30x ≧ の範囲において ( )xf は増加する。よって 

40

30
( )x dx f   ハ  

50

40
( )x dx f  

であることがわかる。 
以上より, ソメイヨシノの開花日時は 2 月に入ってから ヒ となる。 

 ハ の解答群 

○0  ＜         ○1           ○2  ＞ 

 ヒ の解答群 

○0  30 日後より前 

○1  30 日後 

○2  30 日後より後, かつ 40 日後より前 

○3  40 日後 

○4  40 日後より後, かつ 50 日後より前 

○5  50 日後 

○6  50 日後より後, かつ 60 日後より前 

○7  60 日後 

○8  60 日後より後 
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第３問                           解答解説のページへ 

以下の問題を解答するにあたっては, 必要に応じて 10 ページの正規分布表を用い

てもよい。 
(1) ある生産地で生産されるピーマン全体を母集団とし, この母集団におけるピーマ

ン 1 個の重さ (単位は g) を表す確率変数を X とする。m とσ を正の実数とし, X は

正規分布 2( , )N m σ に従うとする。 

(i)  この母集団から 1 個のピーマンを無作為に抽出したとき, 重さが mg 以上である

確率 ( )P X m≧ は 

( ) X mP X m P
σ
 　

　≧ ≧ ア   

である。 
(ii) 母集団から無作為に抽出された大きさ n の標本 1X , 2X , …, nX の標本平均を X

とする。 X の平均 (期待値) と標準偏差はそれぞれ 
( )E X   エ , ( )Xσ   オ  

となる。 
400n  , 標本平均が 30.0g, 標本の標準偏差が 3.6g のとき, m の信頼度 90%の

信頼区間を次の方針で求めよう。 
 
Z を標準正規分布 (0, 1)N に従う確率変数として, 0 0( ) 0.901P z Z z ≦ ≦

となる 0z を正規分布表から求める。この 0z を用いると m の信頼度 90.1%の信頼

区間が求められるが, これを信頼度 90%の信頼区間とみなして考える。 
 

方針において, 0z   カ .  キク である。 
一般に, 標本の大きさ n が大きいときには, 母標準偏差の代わりに, 標本の標準

偏差を用いてよいことが知られている。 400n  は十分に大きいので, 方針に基づ

くと, m の信頼度 90%の信頼区間は ケ となる。 
 エ ,  オ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい） 

○0  σ       ○1  2σ       ○2  
n
σ      ○3  

2

n
σ  

○4  m      ○5  2m      ○6  2m       ○7  m  

○8  n
σ       ○9  nσ       ○a  nm      ○b  m

n  

 
 

 イ  

 ウ  

方針 
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 ケ については, 最も適当なものを, 次の○0 ～○5 のうちから 1 つ選べ。 

○0  28.6 31.4m≦ ≦    ○1  28.7 31.3m≦ ≦    ○2  28.9 31.1m≦ ≦  

○3  29.6 30.4m≦ ≦    ○4  29.7 30.3m≦ ≦    ○5  29.9 30.1m≦ ≦  

(2) (1)の確率変数 X において, 30.0m  , 3.6σ  とした母集団から無作為にピーマ

ンを 1 個ずつ抽出し, ピーマン 2 個を 1 組にしたものを袋に入れていく。このよう

にしてピーマン 2 個を 1 組にしたものを 25 袋作る。その際, 1 袋ずつの重さの分散

を小さくするために, 次のピーマン分類法を考える。 
 
無作為に抽出したいくつかのピーマンについて, 重さが 30.0g 以下のときを

S サイズ, 30.0 g を超えるときは L サイズと分類する。そして, 分類されたピー

マンから S サイズと L サイズのピーマンを 1 つずつ選び, ピーマン 2 個を 1 組

とした袋を作る。 
 
(i)  ピーマンを無作為に 50 個抽出したとき, ピーマン分類法で 25 袋作ることができ

る確率 0p を考えよう。無作為に 1 個抽出したピーマンが S サイズである確率は

である。ピーマンを無作為に 50 個抽出したときの S サイズのピーマン

の個数を表す確率変数を 0U とすると, 0U は二項分布  50,B に従うので 

   
50

0 50C 1p


     

となる。 
0p を計算すると, 0 0.1122p  となることから, ピーマンを無作為に 50 個抽出

したとき, 25 袋作ることができる確率は 0.11 程度とわかる。  
(ii) ピーマン分類法で 25 袋作ることができる確率が 0.95 以上となるようなピーマン

の個数を考えよう。 
k を自然数とし, ピーマンを無作為に (50 )k 個抽出したとき, S サイズのピーマ

ンの個数を表す確率変数を kU とすると, kU は二項分布  50 ,B k に従

う。 
 
 

ピーマン分類法 

 コ  

 サ  

 コ  

 サ  

 コ  

 サ  

 コ  

 サ  
シス 

シス シス 

 コ  

 サ  
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(50 )k は十分に大きいので, kU は近似的に正規分布 N  セ ,  ソ に

従い, kU
Y


 とすると, Y は近似的に標準正規分布 (0, 1)N に従う。 

よって, ピーマン分類法で, 25 袋作ることができる確率を kp とすると 

 (25 25 )
50 50

k kp P U k P Y
k k

   
 

≦ ≦ ≦ ≦  

となる。 
 タ α , 50 k β  とおく。 

0.95kp ≧ になるような α
β
について, 正規分布表から 1.96α

β
≧ を満たせばよいこ

とがわかる。ここでは, 2α
β
≧ ……①を満たす自然数 k を考えることとする。①の

両辺は正であるから, 2 24α β≧ を満たす最小の k を 0k とすると, 0k   チツ であ

ることがわかる。ただし,  チツ の計算においては, 51 7.14 を用いてもよい。 
したがって, 少なくとも50  チツ 個のピーマンを抽出しておけば, ピーマ

ン分類法で 25 袋作ることができる確率は 0.95 以上となる。 
 セ ～ タ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい） 

○0  k       ○1  2k      ○2  3k      ○3  50
2

k  

○4  25
2

k     ○5  25 k      ○6  50
2

k    ○7  50
4

k  

 

 セ  

 ソ  

 タ   タ  
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正 規 分 布 表 

 
次の表は, 標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

y 

z 0zO 

z0 0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09 

0.0 0.0000 0.0040 0.0080 0.0120 0.0160 0.0199 0.0239 0.0279 0.0319 0.0359 

0.1 0.0398 0.0438 0.0478 0.0517 0.0557 0.0596 0.0636 0.0675 0.0714 0.0753 

0.2 0.0793 0.0832 0.0871 0.0910 0.0948 0.0987 0.1026 0.1064 0.1103 0.1141 

0.3 0.1179 0.1217 0.1255 0.1293 0.1331 0.1368 0.1406 0.1443 0.1480 0.1517 

0.4 0.1554 0.1591 0.1628 0.1664 0.1700 0.1736 0.1772 0.1808 0.1844 0.1879 

0.5 0.1915 0.1950 0.1985 0.2019 0.2054 0.2088 0.2123 0.2157 0.2190 0.2224 

0.6 0.2257 0.2291 0.2324 0.2357 0.2389 0.2422 0.2454 0.2486 0.2517 0.2549 

0.7 0.2580 0.2611 0.2642 0.2673 0.2704 0.2734 0.2764 0.2794 0.2823 0.2852 

0.8 0.2881 0.2910 0.2939 0.2967 0.2995 0.3023 0.3051 0.3078 0.3106 0.3133 

0.9 0.3159 0.3186 0.3212 0.3238 0.3264 0.3289 0.3315 0.3340 0.3365 0.3389 

1.0 0.3413 0.3438 0.3461 0.3485 0.3508 0.3531 0.3554 0.3577 0.3599 0.3621 

1.1 0.3643 0.3665 0.3686 0.3708 0.3729 0.3749 0.3770 0.3790 0.3810 0.3830 

1.2 0.3849 0.3869 0.3888 0.3907 0.3925 0.3944 0.3962 0.3980 0.3997 0.4015 

1.3 0.4032 0.4049 0.4066 0.4082 0.4099 0.4115 0.4131 0.4147 0.4162 0.4177 

1.4 0.4192 0.4207 0.4222 0.4236 0.4251 0.4265 0.4279 0.4292 0.4306 0.4319 

1.5 0.4332 0.4345 0.4357 0.4370 0.4382 0.4394 0.4406 0.4418 0.4429 0.4441 

1.6 0.4452 0.4463 0.4474 0.4484 0.4495 0.4505 0.4515 0.4525 0.4535 0.4545 

1.7 0.4554 0.4564 0.4573 0.4582 0.4591 0.4599 0.4608 0.4616 0.4625 0.4633 

1.8 0.4641 0.4649 0.4656 0.4664 0.4671 0.4678 0.4686 0.4693 0.4699 0.4706 

1.9 0.4713 0.4719 0.4726 0.4732 0.4738 0.4744 0.4750 0.4756 0.4761 0.4767 

2.0 0.4772 0.4778 0.4783 0.4788 0.4793 0.4798 0.4803 0.4808 0.4812 0.4817 

2.1 0.4821 0.4826 0.4830 0.4834 0.4838 0.4842 0.4846 0.4850 0.4854 0.4857 

2.2 0.4861 0.4864 0.4868 0.4871 0.4875 0.4878 0.4881 0.4884 0.4887 0.4890 

2.3 0.4893 0.4896 0.4898 0.4901 0.4904 0.4906 0.4909 0.4911 0.4913 0.4916 

2.4 0.4918 0.4920 0.4922 0.4925 0.4927 0.4929 0.4931 0.4932 0.4934 0.4936 

2.5 0.4938 0.4940 0.4941 0.4943 0.4945 0.4946 0.4948 0.4949 0.4951 0.4952 

2.6 0.4953 0.4955 0.4956 0.4957 0.4959 0.4960 0.4961 0.4962 0.4963 0.4964 

2.7 0.4965 0.4966 0.4967 0.4968 0.4969 0.4970 0.4971 0.4972 0.4973 0.4974 

2.8 0.4974 0.4975 0.4976 0.4977 0.4977 0.4978 0.4979 0.4979 0.4980 0.4981 

2.9 0.4981 0.4982 0.4982 0.4983 0.4984 0.4984 0.4985 0.4985 0.4986 0.4986 

3.0 0.4987 0.4987 0.4987 0.4988 0.4988 0.4989 0.4989 0.4989 0.4990 0.4990 
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第４問                           解答解説のページへ 

花子さんは, 毎年の初めに預金口座に一定額の入金をすることにした。この入金を

始める前における花子さんの預金は 10 万円である。ここで, 預金とは預金口座にあ

るお金の額のことである。預金には年利 1%で利息がつき, ある年の初めの預金が x
万円であれば, その年の終わりには預金は 1.01x 万円となる。次の年の初めには

1.01x 万円に入金額を加えたものが預金となる。 
毎年の初めの入金額を p 万円とし, n 年目の初めの預金を na 万円とおく。ただし, 

0p とし, n は自然数とする。例えば, 1 10a p  , 2 1.01(10 )a p p   である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

参考図 

(1) na を求めるために 2 つの方針で考える。 

 
n年目の初めの預金と ( 1)n 年目の初めの預金との関係に着目して考える。 

 
3 年目の初めの預金 3a 万円について, 3a   ア である。すべての自然数 n に

ついて, 1na    イ na   ウ が成り立つ。これは 
1na    エ   オ  na   エ   

と変形でき, na を求めることができる。 
 ア の解答群 

○0  1.01{1.01(10 ) }p p        ○1  1.01{1.01(10 ) 1.01 }p p   

○2  1.01{1.01(10 ) }p p p       ○3  1.01{1.01(10 ) } 1.01p p p    

○4  1.01(10 ) 1.01p p         ○5  1.01(10 1.01 ) 1.01p p   

 イ ～ オ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい） 

○0  1.01         ○1  11.01n        ○2  1.01n  

○3  p          ○4  100p         ○5  np  

○6  100np        ○7  11.01 100n p      ○8  1.01 100n p  

方針１ 
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もともと預金口座にあった 10 万円と毎年の初めに入金した p 万円について, n

年目の初めにそれぞれがいくらになるかに着目して考える。 
 

もともと預金口座にあった 10 万円は, 2 年目の初めには10 1.01 万円になり, 3
年目の初めには 210 1.01 万円になる。同様に考えると n 年目の初めには

110 1.01n 万円になる。 

・1 年目の初めに入金した p 万円は, n 年目の初めには 1.01p 万円になる。 

・2 年目の初めに入金した p 万円は, n 年目の初めには 1.01p 万円になる。 
・n 年目の初めに入金した p 万円は, n 年目の初めには p 万円のままである。 

これより 
110 1.01 1.01 1.01n

na p p p         

 1

1
10 1.01 1.01

n
n

k
p


     

となることがわかる。ここで, 
1
1.01

n

k
  ケ となるので, na を求めることが

できる。 
 カ ,  キ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい） 

○0  1n      ○1  n       ○2  1n      ○3  2n  

 ク の解答群 

○0  1k      ○1  k       ○2  1k      ○3  2k  

 ケ の解答群 

○0  100 1.01n            ○1  100(1.01 1)n   

○2  1100(1.01 1)n           ○3  11.01 1nn    

○4  0.01(101 1)n          ○5  
11.01

2
nn   

(2) 花子さんは, 10 年目の終わりの預金が 30 万円以上になるための入金額について

考えた。10 年目の終わりの預金が 30 万円以上であることを不等式を用いて表すと,  
 コ 30≧ となる。この不等式を p について解くと 

 

10

10
1.01

101 1.01 1
p

 


≧  

となる。したがって，毎年の初めの入金額が例えば 18000 円であれば, 10 年目の終

わりの預金が 30 万円以上になることがわかる。 

方針２ 

カ  

キ  

カ  キ  

ク  

ク  

 サシ   スセ  
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 コ の解答群 

○0  10a          ○1  10a p        ○2  10a p  

○3  101.01a        ○4  101.01a p      ○5  101.01a p  

(3) 1 年目の入金を始める前における花子さんの預金が 10 万円ではなく, 13 万円の

場合を考える。すべての自然数 n に対して, この場合の n 年目の初めの預金は na
万円よりも ソ 万円多い。なお, 年利は 1％であり, 毎年の初めの入金額は p 万

円のままである。 
 ソ の解答群 

○0  3          ○1  13         ○2  3( 1)n  

○3  3n         ○4  13( 1)n       ○5  13n 

○6  3n          ○7  3 1.01( 1)n     ○8  13 1.01n  

○9  3 1.01n       ○a  113 1.01n      ○b  13 1.01n  
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第５問                           解答解説のページへ 

三角錐 PABC において, 辺 BC の中点を M とおく。また, PAB PAC  とし, こ
の角度をθ とおく。ただし, 0 90θ   とする。 

(1) AM


は, AM AB AC 
  

と表せる。また 

AP ACAP AB
AP AB AP AC

  
  

   
 オ ………① 

である。 
 オ の解答群 

○0  sinθ         ○1  cosθ         ○2  tanθ  

○3  1
sinθ         ○4  1

cosθ         ○5  1
tanθ  

○6  sin BPC       ○7  cos BPC       ○8  tan BPC  

(2) 45θ  とし, さらに AP 3 2


, AB PB 3 
 

, AC PC 3 
 

が成り立

つ場合を考える。このとき, AP AB AP AC   
   

 カ である。さらに, 直線 AM
上の点 D が APD 90  を満たしているとする。このとき, AD 



 キ AM


であ

る。 
(3) AQ 



 キ AM


で定まる点を Q とおく。PA


とPQ


が垂直である三角錐 PABC
はどのようなものかについて考えよう。例えば(2)の場合では, 点 Q は点 D と一致

し, PA


とPQ


は垂直である。 
(i)  PA



とPQ


が垂直であるとき, PQ


 を AB


, AC


, AP


 を 用 い て 表 し て 考 え る と,  
 ク が成り立つ。さらに①に注意すると,  ク から ケ が成り立つことが

わかる。 
したがって, PA



とPQ


が垂直であれば,  ケ が成り立つ。逆に,  ケ が成

り立てば，PA


とPQ


は垂直である。 
 ク の解答群 

○0  AP AB AP AC AP AP    
     

 

○1  AP AB AP AC AP AP    
     

 

○2  AP AB AP AC AB AC    
     

 

○3  AP AB AP AC AB AC    
     

 

○4  AP AB AP AC 0   
   

 

○5  AP AB AP AC 0   
   

 

 

 イ  

 ア  

 エ  

 ウ  
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 ケ の解答群 

○0  AB AC 2 BC 
  

 

○1  AB AC 2 BC 
  

 

○2  AB sin AC sin APθ θ 
  

 

○3  AB cos AC cos APθ θ 
  

 

○4  AB sin AC sin 2 APθ θ 
  

 

○5  AB cos AC cos 2 APθ θ 
  

 

(ii) k を正の実数とし, AP AB AP ACk   
   

が成り立つとする。このとき,  コ が

成り立つ。 
また, 点 B から直線 AP に下ろした垂線と直線 AP との交点をBとし, 同様に点

C から直線 AP に下ろした垂線と直線 AP との交点をCとする。 
このとき, PA



とPQ


が垂直であることは,  サ であることと同値である。特

に 1k  のとき, PA


とPQ


が垂直であることは,  シ であることと同値である。 
 コ の解答群 

○0  AB ACk 
 

          ○1  AB ACk
 

 

○2  AP 2 ABk 
 

        ○3  AP 2 ACk 
 

 

 サ の解答群 

○0  BとCがともに線分 AP の中点 

○1  BとCが線分 AP をそれぞれ ( 1) : 1k と1 : ( 1)k に内分する点 

○2  BとCが線分 AP をそれぞれ1 : ( 1)k と ( 1) : 1k に内分する点 

○3  BとCが線分 AP をそれぞれ : 1k と1 : kに内分する点 

○4  BとCが線分 AP をそれぞれ1 : kと : 1k に内分する点 

○5  BとCがともに線分 AP を : 1k に内分する点 

○6  BとCがともに線分 AP を1 : kに内分する点 

 シ の解答群 

○0  △PAB と△PAC がともに正三角形 

○1  △PAB と△PAC がそれぞれ PBA 90   , PCA 90  を満たす直角二等 

辺三角形 
○2  △PAB と△PAC がそれぞれBP BA , CP CA を満たす二等辺三角形 

○3  △PAB と△PAC が合同 

○4  AP BC  
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第１問                            問題のページへ 

[1] (1) 6x π のとき 1sin 2x  , 3sin2 2x  より, sin sin2x x  

2
3x π のとき 3sin 2x  , 3sin2 2x  より, sin sin2x x  

(2) sin2 sin 2sin cos sin sin (2cos 1) 0x x x x x x x      が成り立つとき,  

sin 0x  かつ2cos 1 0x   ……① または sin 0x  かつ2cos 1 0x   ……② 
ここで, 0 2x π≦ ≦ のとき,  

①より, 0 x π  かつ 0 3x π≦ ＜ または 5 23 xπ π＜ ≦ となり, 0 3x π＜ ＜  

②より, 2xπ π  かつ 5
3 3xπ π＜ ＜ となり, 5

3xπ π＜ ＜  

よって, sin2 sinx x が成り立つ x の値の範囲は,  
0 3x π＜ ＜ , 5

3xπ π＜ ＜  

(3) 4xα β  , 3xα β  より, 7
2 xα  , 2

xβ  となり, ③から,  

7sin4 sin3 2cos sin2 2
xx x x   

さて, sin4 sin3 0x x  が成り立つとき,  
7cos 02 x  かつ sin 02

x  ……③ または 7cos 02 x  かつ sin 02
x  ……④ 

ここで, 0 x π≦ ≦ のとき, 7 70 2 2x π≦ ≦ , 0 2 2
x π≦ ≦ となり,  

③より,  70 2 2x π≦ ＜ または 3 7 5
2 2 2xπ π＜ ＜ かつ0 2 2

x π＜ ＜ となり, まとめて,  

0 7x π＜ ＜ , 3 5
7 7xπ π＜ ＜  

④より, sin 02
x  は成り立たないので, 満たす x の値はない。 

よって, sin4 sin3x x が成り立つ x の値の範囲は,  
0 7x π＜ ＜ , 3 5

7 7xπ π＜ ＜  

(4) 0 x π≦ ≦ のとき, sin3 sin4x x が成り立つ x の値の範囲は, (3)から,  
3

7 7xπ π＜ ＜ , 5
7 xπ π＜ ＜  

sin4 sin2x x が成り立つ x の値の範囲は, (2)から, 0 2 3x π＜ ＜ , 52 3xπ π＜ ＜  

0 6x π＜ ＜ , 5
2 6xπ π＜ ＜  

よって, 0 x π≦ ≦ のとき, sin3 sin4 sin2x x x  が成り立つ x の値の範囲は,  

7 6xπ π＜ ＜ , 5 5
7 6xπ π＜ ＜  
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[2] (1) loga b x のとき, xa b が成り立つ。 

(2) (i) 5 5log 25 2log 5 2  , 3 3
9

3 3

log 27 3log 3 3log 27 log 9 2log 3 2    

(ii) 2log 3が有理数であると仮定すると, 自然数 p, q を用いて 2log 3 p
q となり,  

2 3
p
q  , 2 3p q ………(＊) 

2 は偶数であり 3 は奇数であるので, (＊)を満たす自然数 p, q は存在しない。 
したがって, 2log 3は無理数である。 

(iii) a, b が 2 以上の自然数で, loga bが無理数のとき, どんな自然数 p, q を用いても,  

loga
pb q , 

p
qa b , p qa b  

これより, ｢a と b のいずれか一方が偶数で, もう一方が奇数｣である。 
 
［解 説］ 

[1]は三角不等式の問題です。設問がたくさんありますが, 誘導の流れにのると難し

くはありません。[2]は指数と対数の問題です。有名な背理法による証明が骨格となっ

ています。 
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第２問                            問題のページへ 

[1] (1) 2( ) ( )x x k x f 3 2x kx  ( 0 )k  に対して, ( )y x f のグラフと x 軸

との共有点の座標は, ( ) 0x f から (0, 0 )と ( , 0 )k である。また,  
2( ) 3 2 (3 2 )x x kx x x k    f  

すると, ( )xf は, 0x  のとき極小値 0, 
2
3x k のとき極大値 34

27 k をとる。 

ま た , 0 x k  の 範 囲 に お い て , 
2
3x k のとき ( )xf は最大となる。 

(2) 円錐に内接する円柱の半径を x とすると, 高さは 15 5(9 ) (9 )9 3x x    より, そ

の体積 V は,  
2 25 5(9 ) (9 )3 3V x x x xπ π      (0 9)x   

すると, (1)から, 2 9 63x    のとき, V は最大値 35 4 9 1803 27π π   をとる。 

 

[2] (1)  
30 302

00
9001 13 3 90 1805 10 10x dx x x          

 2 3 21 1 1 15 5100 6 300 12x x dx x x x C       

(2) (i) 1( ) 35x x f ( 0 )x ≧ のとき,  

  2 2
00

1 1 1( ) 3 3 35 10 10
t t

S t x dx x x t t          

ここで, ( ) 400S t  とすると, 21 3 40010 t t  から 2 30 4000 0t t   となり,  

( 50)( 80) 0t t    

0t  より 50t  となり, ソメイヨシノの開花は 2 月に入ってから 50 日後である。 
(ii) 0 30x≦ ≦ のとき 1( ) 35x x f , 30x ≧ のとき 21 1( ) 5100 6x x x  f とす

ると,  
30

0
1 3 1805 x dx  ,  

40
2

30
1 1 5 115100 6x x dx   であり,  

40

0
(40) ( ) 180 115 295S x dx    f  

また, 30x ≧ の範囲において ( )xf は増加するので,  

115 
40

30
( )x dx f ＜

50

40
( )x dx f  

これより, 
50

40
(50) (40) ( ) 295 115 410S S x dx     f となり,  

(40) 400 (50)S S   

x … 0 … 2
3 k  … 

( )xf  － 0 ＋ 0 － 

( )xf    0   34
27 k  
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よって, ソメイヨシノの開花は 2 月に入ってから, ｢40 日後より後, かつ 50 日後

より前｣である。 
 
［解 説］ 

[1]は微分法の応用問題, [2]は積分法の応用問題です。どちらも基本的で, しかも誘

導が丁寧なタイプです。 
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第３問                            問題のページへ 

(1) (i) ピーマン 1 個の重さ ( g ) を X としたとき, X は正規分布 2( , )N m σ に従い,  

  1( ) 0 2
X mP X m P
σ
 　

　≧ ≧  

(ii) 母集団から抽出された大きさ n の標本 1X , 2X , …, nX の標本平均を X とする。 

( )E X m , ( )X
n
σσ   

さて, Z を (0, 1)N に従う確率変数として, 0 0( ) 0.901P z Z z ≦ ≦ とおくと 

02 (0 ) 0.901P Z z ≦ ≦ , 0(0 ) 0.4505P Z z ≦ ≦  

正規分布表から, 0 1.65z  である。 
ここで, 400n  , 30.0X  , 3.6S  のとき, n は十分に大きいので 3.6σ  と

して｢方針｣に基づくと, m の信頼度 90%の信頼区間は,  
3.6 3.630.0 1.65 30.0 1.65
400 400

m   ≦ ≦  

ここで, 3.61.65 0.297
400

  より, 29.703 30.297m≦ ≦ となり,  

29.7 30.3m≦ ≦  

(2) 30.0m  , 3.6σ  とした母集団から無作為にピーマンを 1 個ずつ抽出し, ピー

マン 2 個を 1 組にして袋に入れたものを 25 袋作る。 
このピーマンについて, 重さが 30.0g 以下を S サイズ, 30.0g より大を L サイズ

と分類する。そして, S サイズと L サイズのピーマンを 1 つずつ選び, ピーマン 2
個を 1 組とした袋を作る。 

(i)  ピーマンを 50 個抽出したとき, 上記の｢ピーマン分類法｣で 25 袋作ることができ

る確率 0p とする。まず, 30.0m  より, 無作為に 1 個抽出したピーマンが S サイ

ズである確率は 1
2 である。 

ここで, ピーマンを 50 個抽出したときの S サイズのピーマンの個数を 0U とする

と, 0U は二項分布  150, 2B に従うので,  

   25 50 25
0 50 25

1 1C 12 2p


    0.1122   

(ii) ピーマンを (50 )k 個抽出したとき, S サイズのピーマンの個数を kU とすると, 

kU は  150 , 2B k に従い , (50 )k は十分に大きいので , kU は近似的に

 1 1 1(50 ) , (50 )2 2 2N k k     すなわち  50 50,2 4
k kN   に従う。 

そこで, 
50

2 (50 )2
50 50

4

k k
kU U kY

k k

  
 

 
とおくと, Y は (0, 1)N に従う。 
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これより, ｢ピーマン分類法｣で, 25 袋作ることができる確率を kp とすると,  

 (25 25 )
50 50

k k
k kp P U k P Y

k k
   

 
≦ ≦ ≦ ≦  

そこで, k α , 50 k β  とおくと, 0.95kp ≧ は 1.96α
β
≧ に対応するので, 

2α
β
≧ ……①として, ①から 2 24α β≧ を満たす最小の k を 0k とおくと,  

2 4(50 )k k≧ , ( 4 ) 200k k ≧ ………② 
16 12 192  , 17 13 221  から, ②は 17k≧ となり, 0 17k  である。 

 
［解 説］ 

誘導が丁寧な統計的な推測の問題です。ただ, 量的にはやや多めです。なお, 51
の近似値は, 解の公式を利用して②の不等式を解いたときに必要になります。 
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第４問                            問題のページへ 

(1) 入金を始める前の預金が 10 万円として, 年利 1%で利息がつき, 毎年の初めの入

金額が p 万円の場合, n 年目の初めの預金を na 万円とおくと,  
1 10a p  , 2 1.01(10 )a p p   , 3 1.01{1.01(10 ) }a p p p     

｢方針 1｣より, 一般化すると, 1 1.01n na a p   が成り立ち,  
1 100 1.01( 100 )n na p a p     

次に, ｢方針 2｣より, n 年目の初めには, 1 年目の初めに入金した p 万円は
11.01np  万円になり, 2 年目の初めに入金した p 万円は 21.01np  万円になり, n

年目の初めに入金した p 万円は p 万円のままであるので,  
1 1 210 1.01 1.01 1.01n n n

na p p p           

 1 1

1
10 1.01 1.01

n
n k

k
p 


     

ここで, 1

1

1.01 11.01 100(1.01 1)1.01 1
n nk n

k





  
 となるので,  

110 1.01 100 (1.01 1)n n
na p    1(10 101 ) 1.01 100np p     

(2) (1)より, 9
10 (10 101 ) 1.01 100a p p    なので, 10 年目の終わりの預金が 30 万

円以上であることは, 101.01 30a ≧ が対応し,  
10(10 101 ) 1.01 101 30p p   ≧ , 10 10101(1.01 1) 30 10 1.01p  ≧  

これより, 
10

10
30 10 1.01
101(1.01 1)

p  


≧ となる。 

(3) 1 年目の入金を始める前の預金が 13 万円の場合, n 年目の初めの預金を nb 万円と

おくと, 1 1

1
13 1.01 1.01

n
n k

n
k

b p 


    となり,  

   1 1 1 1

1 1
13 1.01 1.01 10 1.01 1.01

n n
n k n k

n n
k k

b a p p   

 
         

   1 1 113 1.01 10 1.01 3 1.01n n n         

 
［解 説］ 

複利計算という有名な題材で構成された数列問題です。なお, (2)と(3)は｢方針 2｣で
得られた結果をもとに記述しています。 
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第５問                            問題のページへ 

(1) 三角錐 PABC において , 辺 BC の中点を M とし , 
PAB PAC θ   (0 90 )θ    とすると,  

1 1AM AB AC2 2 
  

 

AP ACAP AB cos
AP AB AP AC

θ  
  

   
………① 

(2) 45θ   , AP 3 2


, AB PB 3 
 

, AC PC 3 
 

のとき,  

AP AB AP AC 3 2 3 cos45 9       
   

 
ここで, 直線 AM 上の点 D が APD 90  を満たすとき, l を実数として,  

AD AM AB AC2 2
l ll  

   

 

すると,   2AP PD AP AD AP AP AD AP 0       
       

から,  
2AP AB AP AC AP 02 2

l l    
    

, 9 9 18 02 2
l l      

よって, 9 18l  から 2l  となり, AD 2AM
 

である。 
(3) AQ 2AM AB AC  

   

, PA PQ
 

のとき,  
(i)  PQ AQ AP AB AC AP    

     

 
PA PQ 0 
 

より, AP PQ 0 
 

となり,  
 AP AB AC AP 0   

   

 

AP AB AP AC AP AP    
     

 
①に注意すると,  

2AP AB cos AP AC cos APθ θ 
    

 

AB cos AC cos APθ θ 
  

………② 

(ii) 0k  として, AP AB AP ACk   
   

のとき,  
AP AB cos AP AC cosk θ θ
   

 

AB ACk 
 

………③ 

ここで, 点 B, 点 C から直線 AP に下ろした垂

線と直線 AP との交点を, それぞれ点B , 点C

とすると,  
AB AB cosθ 




, AC AC cosθ 




 

②より, AB AC AP  
 



………④ 

③より, AB cos AC cosk θ θ
 

となり, AB ACk  
 

………⑤ 

 

P 

A 
B 

C 
M Q 

P 

A 
B 

C 
M Q 

B

C

P 

A 
B 

C 
M 
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④⑤から, 1AB AP1k
 






, AC AP1
k

k
 






が成り立ち, ｢ BとCは線分

AP をそれぞれ1 : kと : 1k に内分する点｣である。 

特に 1k  のとき, 1AB AC AP2
  

 


なので, B , Cは辺 AP の中点である。 

これより, ｢△PAB と△PAC はそれぞれBP BA , CP CA を満たす二等辺三

角形｣である。 
 
［解 説］ 

標準的な空間ベクトルの問題です。設問はたくさんありますが, 誘導は非常に細か

く付けられています。 
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